
○
船
舶
工
兵
第
一
三
連
隊
　
暁
　
六
一
六
一
フ
ロ
レ
ス
島
マ
ル
メ
ラ

○
船
舶
工
兵
第
一
四
連
隊
　
暁
　
六
一
六
二
　
ジ
ャ
ワ

○
船
舶
工
兵
第
一
五
連
隊
　
暁
　
六
一
七
六
　
泰
国

○
船
舶
工
兵
第
一
六
連
隊
　
暁
一
六
七
〇
〇
　
サ
イ
パ
ン

○
船
舶
工
兵
第
一
七
連
隊
　
暁
一
六
七
〇
一
　
父
島

○
船
舶
工
兵
第
一
九
連
隊
　
暁
一
六
七
〇
三
　
ミ
ン
ダ
ナ
オ

○
船
舶
工
兵
第
二
〇
連
隊
　
暁
一
六
七
一
六
　
セ
ラ
ム
島

○
船
舶
工
兵
第
二
一
連
隊
　
暁
一
六
七
一
七
　
比
島

○
船
舶
工
兵
第
二
二
連
隊
　
暁
一
六
七
四
〇
　

柳
井
―
野
田
、
静
岡
―
伊
東

○
船
舶
工
兵
第
二
三
連
隊
　
暁
一
六
七
四
一
　
沖
縄

○
船
舶
工
兵
第
二
四
連
隊
　
暁
一
六
七
四
二
　
比
島

○
船
舶
工
兵
第
二
五
連
隊
　
暁
一
六
七
四
三
　
比
島

○
船
舶
工
兵
第
二
六
連
隊
　
暁
一
六
七
四
四
　
沖
縄

○
船
舶
工
兵
第
二
七
連
隊
　
暁
　
六
一
五
一
　
北
海
道

○
船
舶
工
兵
第
二
八
連
隊
　
暁
一
六
七
五
七
　
比
島

○
船
舶
工
兵
第
二
九
連
隊
　
暁
一
六
七
五
八
　
九
江

○
船
舶
工
兵
第
三
〇
連
隊
　
暁
一
六
七
五
九
　
台
湾

○
船
舶
工
兵
第
三
二
連
隊
　
暁
一
九
七
七
四
　
比
島

○
船
舶
工
兵
第
三
三
連
隊
　
暁
一
九
八
一
〇
　
上
海

○
船
舶
工
兵
第
三
四
連
隊
　
暁
一
九
八
一
一
　
汕
頭

○
船
舶
工
兵
第
三
六
連
隊
　
暁
一
九
八
一
二
　
木
浦

○
船
舶
工
兵
第
三
七
連
隊
　
暁
一
九
八
二
二
　
仙
崎

○
船
舶
工
兵
第
三
八
連
隊
　
暁
一
九
八
二
三
　
釜
山

○
船
舶
工
兵
第
五
七
連
隊
　
暁
六
一
五
五
　
　
函
館

〔
改
海
上
機
動
第
三
旅
団
輸
送
隊
〕

○
船
舶
工
兵
第
五
八
連
隊
　
暁
　
六
一
七
五
　
新
潟

改
泛
水
作
業
隊

明
号
作
戦
仏
印
シ
タ
デ
ル
兵
舎
攻
撃
　 

富
山
県
　
小
坂
儀
一
　 

生
家
は
農
業
を
営
ん
で
お
り
、
私
は
、
農
家
の
長
男
と
し
て

大
正
四
年
十
二
月
十
六
日
、
富
山
県
射
水
郡
小
杉
町
戸
破
四
七

七
〇
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
長
男
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
農
業
に



適
す
る
体
格
で
も
な
く
、
次
男
の
弟
が
農
業
を
継
ぐ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
分
家
し
て
東
京
の
日
本
橋
横
山
町
の
問
屋
に

勤
め
ま
し
た
。
昭
和
七
年
三
月
の
こ
と
で
す
。
仕
事
は
婦
人
用

品
の
卸
し
業
で
、
三
越
、
松
屋
、
松
坂
屋
、
新
宿
ほ
て
い
や

（
後
に
伊
勢
丹
）
な
ど
の
デ
パ
ー
ト
ヘ
の
納
品
で
し
た
。
当
時

は
自
動
車
で
は
な
く
、
リ
ヤ
カ
ー
を
自
転
車
で
曳
い
て
の
こ
と

で
す
。
昭
和
十
一
年
兵
と
し
て
徴
兵
検
査
を
受
け
る
た
め
故
郷
に
帰
っ

た
の
で
す
が
、
身
長
が
足
ら
ず
丙
種
合
格
、
十
二
月
一
日
、
第

二
国
民
兵
編
入
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
、
支
那
事
変
勃
発
前

で
あ
り
、
甲
種
で
な
け
れ
ば
現
役
入
営
で
き
ず
、
甲
種
と
い
う

立
派
な
体
格
の
者
で
も
■
逃
れ
と
い
っ
て
、

現
役
に
入
ら
な
か
っ

た
者
も
い
た
く
ら
い
で
し
た
。

満
州
事
変
か
ら
五
年
と
経
過
し
「
非
常
時
」
と
い
わ
れ
た
時

代
で
す
が
、
丙
種
の
者
は
軍
隊
へ
入
れ
ぬ
の
で
す
か
ら
、
再
度

上
京
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
納
品
係
か
ら
外
交
係
へ
と
昇
給
は

し
ま
し
た
が
、
ど
う
も
私
の
性
格
に
合
い
ま
せ
ん
の
で
心
を
悩

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
、
日
比
谷
の
交
差
点
の
角
に
「
美
松
」
と
い
う
デ

パ
ー
ト
が
あ
り
、
そ
の
会
社
が
つ
ぶ
れ
、
営
業
部
長
ら
の
幹
部

が
、
京
都
「
丸
物
」
の
子
会
社
「
松
菱
」
を
設
立
す
る
こ
と
と

な
り
、
私
も
そ
の
幹
部
の
人
に
か
わ
い
が
ら
れ
て
い
ま
し
た
の

で
、
売
場
の
事
務
を
と
の
こ
と
で
し
た
。
松
菱
デ
パ
ー
ト
は
静

岡
県
浜
松
市
に
開
業
し
、
こ
れ
な
ら
や
れ
る
、
性
に
合
う
と
思

い
勤
務
を
続
け
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
国
も

だ
ん
だ
ん
と
戦
時
態
勢
へ
と
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
十
五
年
の
お
盆
に
墓
参
り
の
た
め
帰
省
中
の
こ
と
を
ち
ょ
っ

と
話
し
て
み
ま
す
。
小
学
校
一
年
先
輩
で
我
が
家
の
斜
め
向
か

い
の
幼
な
友
達
の
堂
田
君
と
い
う
の
が
来
ら
れ
ま
し
た
。「
小

坂
君
、
い
る
か
い
」「
ま
あ
入
っ
て
一
服
し
ろ
よ
」
な
ど
や
り

と
り
し
て
い
る
と
、
彼
は
家
に
上
が
り
込
み
、
差
し
出
し
た
お

茶
も
飲
ま
ず
い
き
な
り
『
君
、
今
の
日
本
が
ど
う
な
っ
て
い
る

か
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。「
討
ち
て
し
や
ま
ん
、
討
ち
て
し
や

ま
ん
の
非
常
時
だ
」

。
こ
の
非
常
時
に
、
デ
パ
ー
ト
なん
か
に

の
ん
び
り
と
勤
め
い
る
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
君
そ
れ
で
も
よ

い
の
か
』
な
ど
と
荒
々
し
く
口
走
っ
た
の
に
私
は
び
っ
く
り
し

て
、
開
い
た
口
が
塞
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
の
あ
ま
り
の
豹

変
ぶ
り
に
、
か
つ
て
の
親
友
の
顔
が
消
え
失
せ
て
い
ま
し
た
。



彼
は
私
よ
り
一
年
早
く
上
京
、
私
も
後
を
追
っ
て
上
京
し
、

勤
め
先
は
違
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ
も
落
ち
合
っ
て
は
語
り

合
い
、
励
ま
し
あ
っ
て
い
た
友
達
で
し
た
。
彼
は
徴
兵
検
査
で

甲
種
合
格
入
営
、
間
も
な
く
満
外
関
東
軍
へ
、
や
が
て
満
期
除

隊
と
な
り
下
士
官
適
任
証
を
も
ら
っ
て
帰
っ
て
来
た
と
は
聞
い

て
い
ま
し
た
。
す
ぐ
上
京
す
る
も
の
と
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し

た
が
、
つ
い
に
上
京
せ
ず
、
そ
の
後
、
ぷ
っ
つ
り
と
音
信
が
絶

え
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

彼
が
、
我
が
家
か
ら
帰
っ
た
後
、
父
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に

よ
り
ま
す
と
、
除
隊
後
警
察
官
と
な
り
、
今
で
は
特
高
警
察
官

だ
そ
う
な
、
と
顔
を
し
か
め
て
語
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
大
東
亜
開
戦
前
で
も
あ
り
、
中
国
の
戦
況
や
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
戦
況
も
、
勝
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
の
時
で
あ
り
ま

し
た
。
特
に
私
は
徴
兵
検
査
で
丙
種
合
格
、
第
二
国
民
兵
役
と

な
っ
て
、
軍
人
に
は
全
く
の
無
縁
の
も
の
と
、
専
ら
勤
め
に
励

み
、
人
並
み
の
青
春
の
日
を
過
ご
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
仕
事
も

配
給
制
度
、
物
の
流
通
も
不
自
由
と
な
る
。
戦
況
も
少
し
ず
つ

あ
や
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
八
月
、
突
然
家
か
ら
電
報
が
き
ま
し
た
。
父
か

母
か
の
病
気
か
と
、
読
ん
で
見
る
と
何
と
「
ア
カ
ガ
ミ
　
キ
タ

ス
グ
　
カ
エ
レ
」
と
あ
り
ま
す
。
私
は
何
か
の
間
違
い
で
は
と

思
い
電
報
を
打
ち
返
し
確
か
め
た
も
の
で
す
。
こ
の
と
き
、
私

は
数
え
歳
二
十
八
で
あ
っ
た
の
で
、
私
の
よ
う
な
者
に
ま
で
召

集
が
か
か
る
よ
う
で
は
、
日
本
も
い
よ
い
よ
危
な
く
な
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。

戦
時
名
簿
に
よ
り
日
時
な
ど
を
確
認
し
て
み
ま
す
と
、『
昭

和
十
八
年
八
月
十
七
日
臨
時
召
集
に
よ
り
輜
重
兵
第
五
十
五
連

隊
応
召
、
同
第
二
中
隊
編
入
』
と
あ
り
ま
す
。
私
は
金
沢
の
輜

重
兵
連
隊
へ
入
隊
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
こ
の
度
の
召

集
は
仏
印
派
遣
軍
要
員
と
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
戦
時
名

簿
の
続
き
を
読
ん
で
み
ま
す
。『
九
月
二
日
第
五
十
二
師
団
歩

兵
第
百
七
連
隊
動
員
下
令
、
九
月
十
四
日
動
員
完
結
（
第
五
十

二
師
団
と
は
柏
兵
団
）

』

。

こ
れ
か
ら
が
仏
印
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

『
九
月
二
十
一
日
、
輜
兵
第
二
十
一
連
隊
転
属
の
た
め
屯
営
出

発
、
同
日
金
沢
出
発
、
同
月
二
十
二
日
大
阪
着
、
同
日
大
阪
港

出
発
』
と
あ
り
ま
す
。
我
が
部
隊
は
、
九
月
半
ば
過
ぎ
追
わ
れ

者
の
よ
う
に
、
ひ
っ
そ
り
と
金
沢
を
出
発
し
、
大
阪
へ
着
く
、

こ
こ
で
も
闇
夜
に
乗
じ
逃
げ
込
む
よ
う
に
乗
船
し
ま
し
た
。
船



名
は
「
ハ
ア
ブ
ル
丸
」
七
千
ト
ン
の
貨
物
船
で
し
た
。

二
十
五
日
に
九
州
の
三
池
港
に
寄
港
、
二
十
八
日
に
三
池
港

出
発
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
こ
の
辺
り
で
船
列
を
整
え
た
の
か
は

知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
、
四
・
五
十
隻
も
の
大

船
団
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
と
同
じ
召
集
者
は
百
五
十
人
く
ら
い
で
し
た
か
、
こ

の
船
に
は
千
人
か
二
千
人
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
動
員
で

し
た
か
ら
。
我
々
は
船
底
に
ぎ
っ
し
り
鮨
詰
め
同
様
に
詰
め
込

ま
れ
、
身
動
き
一
つ
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
飯
上
げ
当
番

兵
に
は
小
言
は
出
ず
素
直
に
身
を
よ
け
て
い
ま
し
た
。
私
も
勿

論
、
当
番
に
何
度
も
立
ち
ま
し
た
が
、
だ
れ
も
文
句
を
言
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
当
番
の
と
き
は
、
上
甲
板
で
食
器
洗
い
を
す
る

の
で
す
が
、
そ
の
後
四
肢
を
存
分
に
伸
ば
し
、
潮
風
を
腹
い
っ

ぱ
い
に
吸
う
こ
と
が
で
き
た
の
が
何
よ
り
の
息
抜
き
で
し
た
。

七
千
ト
ン
の
船
も
大
海
に
出
る
と
、
晴
れ
た
日
で
も
波
は
甲

板
を
洗
い
■
っ
て
い
る
の
で
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
全

員
は
い
つ
も
四
角
の
救
命
胴
衣
を
前
後
に
振
り
分
け
身
に
つ
け

て
沈
没
に
備
え
て
い
ま
し
た
。『
十
月
三
日
、
澎
湖
島
馬
公
寄

港
、
同
月
六
日
馬
公
出
発
』
と
あ
り
ま
す
が
、
寄
港
し
て
も
上

陸
で
き
な
い
。
兵
籍
簿
で
見
る
と
、
仏
印
サ
イ
ゴ
ン
上
陸
ま
で

二
十
日
間
と
あ
り
ま
す
が
、
船
か
ら
一
歩
も
出
な
か
っ
た
我
々

に
と
つ
て
は
一
カ
月
も
か
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
も
う
そ

の
こ
ろ
は
台
湾
付
近
、
バ
シ
ー
海
峡
な
ど
に
は
敵
の
潜
水
艦
が

出
没
し
、
船
団
を
次
々
に
雷
撃
す
る
の
で
、
支
那
の
沿
岸
ぞ
い

に
縫
う
よ
う
に
し
な
が
ら
の
航
行
で
す
か
ら
日
数
も
か
か
っ
た

と
想
像
さ
れ
ま
す
。

四
・
五
十
隻
と
い
う
大
船
団
に
数
隻
の
駆
逐
艦
が
前
を
後
に

と
護
衛
し
て
い
た
と
記
憶
す
る
の
で
す
が
、
敵
の
魚
雷
を
受
け

て
夜
の
海
に
炎
上
し
沈
没
し
た
僚
船
を
、
幾
度
も
、
ま
ざ
ま
ざ

と
見
ま
し
た
が
、
身
の
凍
る
よ
う
な
思
い
で
し
た
。
い
つ
の
日

か
我
が
船
も
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
半
面
、
私
も
「
途
中
で

や
ら
れ
た
ら
仕
方
な
い
」
と
に
か
く
、
海
上
で
沈
没
す
れ
ば
何

も
で
き
な
い
の
で
す
か
ら
観
念
し
て
い
ま
し
た
。
幸
い
我
が

「
ハ
ア
ブ
ル
丸
」
は
無
事
に
十
月
十
三
日
サ
イ
ゴ
ン
着
、
上
陸

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

上
陸
第
一
歩
の
印
象
は
、
南
方
な
ら
で
は
の
特
有
の
自
然
の

美
し
さ
に
出
会
い
感
動
し
ま
し
た
。
第
二
の
印
象
は
埠
頭
な
ど

で
働
く
人
た
ち
の
目
と
顔
と
所
作
に
精
彩
が
な
い
こ
と
で
し
た
。



南
方
ボ
ケ
か
、
我
々
も
長
く
南
に
い
る
と
そ
う
な
の
か
な
、
と

戦
友
な
ど
と
さ
さ
や
い
た
も
の
で
し
た
。

十
三
日
に
輜
重
兵
第
二
十
一
連
隊
（
第
二
十
一
師
団
討
兵
団
）

に
転
属
、
サ
イ
ゴ
ン
に
一
週
間
ほ
ど
駐
留
後
、
サ
イ
ゴ
ン
を
出

発
し
て
北
部
の
ハ
ノ
イ
近
く
の
バ
ク
ニ
ン
に
向
か
い
ま
し
た
。

汽
車
の
旅
で
し
た
が
、
薪
を
焚
い
て
走
る
ガ
タ
ガ
タ
の
貨
物
列

車
で
、
駆
け
足
で
い
つ
も
飛
び
乗
れ
る
よ
う
な
お
粗
末
な
汽
車

で
す
。
約
一
週
間
で
よ
う
や
く
バ
ク
ニ
ン
着
。
連
隊
長
は
西
沢

勇
治
中
佐
で
あ
り
、
自
動
車
隊
と
駄
馬
隊
と
が
あ
り
ま
し
た
。

連
隊
長
は
部
隊
の
兵
を
広
場
に
整
列
さ
せ
て
我
々
を
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。
西
沢
連
隊
長
は
に
っ
こ
り
と
微
笑
し
な
が
ら

『
何
と
か
わ
い
い
兵
隊
が
来
た
も
の
だ
』
と
の
言
葉
で
あ
る
。

何
し
ろ
我
々
は
召
集
兵
ば
か
り
で
現
役
兵
よ
り
身
長
は
十
セ
ン

チ
も
低
い
か
ら
、
そ
ん
な
言
葉
が
出
た
の
も
無
理
は
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

私
は
第
四
中
隊
編
入
、
自
動
車
隊
で
し
た
。
教
官
は
木
村
少

尉
で
、
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
木
村
少
尉
は
幹

部
候
補
生
出
身
で
、
私
の
よ
う
な
不
器
用
な
者
に
も
体
罰
は
お

ろ
か
、
叱
る
こ
と
な
く
優
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
戦

後
、
今
日
ま
で
自
動
車
の
運
転
が
で
き
き
る
の
も
木
村
少
尉
の

お
陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
当
時
の
車
は
ト
ヨ
タ
の
貨
物
車

（
ト
ラ
ッ
ク
）
で
、
エ
ン
ジ
ン
は
直
立
六
気
筒
、
ハ
ン
ド
ル
は

「
転
把
」
と
呼
ぶ
な
ど
、
全
部
日
本
名
で
呼
称
さ
せ
ら
れ
、
今

日
で
も
そ
の
名
称
を
少
し
は
覚
え
て
い
ま
す
。
始
動
（
エ
ン
ジ

ン
を
か
け
る
）
は
車
の
前
面
に
立
っ
て
、
ク
ラ
ン
ク
棒
を
腕
の

力
で
回
転
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
も
の
で
す
。

ど
う
に
か
一
期
の
検
閲
も
終
え
る
と
転
属
の
命
令
が
出
て
、

ハ
ノ
イ
郊
外
の
ヂ
ャ
ラ
ム
飛
行
場
（
飛
行
機
は
一
機
も
無
か
っ

た
）
近
く
の
師
団
防
疫
給
水
部
の
針
谷
軍
医
中
佐
の
針
谷
部
隊

へ
と
行
っ
た
の
で
す
。
転
属
命
令
に
よ
れ
ば
『
十
二
月
二
十
四

日
討
参
動
第
二
三
二
号
に
依
り
、
第
二
十
一
師
団
防
疫
給
水
部

に
転
属
、
同
日
バ
ク
ニ
ン
出
発
、
同
日
ヂ
ャ
ラ
ム
着
、
同
日
よ

り
同
地
附
近
の
警
備
』
と
あ
り
ま
す
。

防
疫
給
水
部
に
は
、
本
科
の
者
が
い
な
い
の
で
、
隊
の
衛
兵
、

自
動
車
給
水
、
糧
秣
受
領
、
兵
員
輸
送
な
ど
、
内
務
で
は
、
勿

論
古
参
兵
や
班
長
の
身
の
回
り
、
武
具
の
手
入
れ
な
ど
に
追
わ

れ
、
そ
の
上
風
呂
当
番
と
な
る
と
水
槽
を
牛
車
に
積
ん
で
、
ガ

タ
ガ
タ
の
坂
道
を
運
び
、
毎
日
降
る
ス
コ
ー
ル
に
濡
れ
た
根
枝



を
拾
い
集
め
て
風
呂
を
焚
き
ま
す
。
時
間
ま
で
に
沸
か
な
い
と

週
番
下
士
官
な
ど
に
気
合
を
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、
今
思
い
出
せ

ば
懐
か
し
く
、
二
度
と
な
い
よ
い
人
生
勉
強
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
召
集
兵
の
仲
間
で
は
私
が
一
番
年
上
だ
っ
た
の
で
整
列

ビ
ン
タ
は
必
ず
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
個
人
の
ビ
ン
タ
は

一
度
も
な
か
っ
た
こ
と
は
大
げ
さ
に
言
え
ば
、
天
運
か
神
助
の

お
陰
と
思
っ
て
い
ま
す
。

召
集
丘
一
五
〇
人
中
、
五
、
六
人
の
一
選
抜
上
等
兵
、
そ
し

て
兵
長
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
任
兵
長
時
代
、
歩
哨
係
で
交
代

兵
を
伴
っ
て
行
く
と
、
連
れ
て
行
っ
た
古
参
兵
が
「
お
前
歩
哨

に
立
て
」
と
言
う
の
で
一
晩
中
立
哨
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
特
に
苦
痛
を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
南
国
で
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
い
南
十
字
星

や
暁
光
に
映
え
る
椰
子
の
葉
の
シ
ル
エ
ッ
ト
の
美
し
さ
が
心
を

と
ら
え
た
か
ら
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

針
谷
部
隊
は
後
方
部
隊
の
た
め
輝
か
し
い
戦
闘
の
武
勲
を
述

べ
る
も
の
は
少
な
い
の
で
す
が
、

私
ら
は
本
科
兵
で
あ
る
の
で
、

仏
印
軍
と
戦
っ
た
「
明
号
作
戦
」
の
シ
タ
デ
ル
兵
舎
突
入
戦
に

つ
い
て
述
べ
て
み
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
で
、
仏
軍
が
ド

イ
ッ
軍
に
降
伏
し
て
か
ら
は
、
仏
領
印
度
支
那
の
仏
軍
は
日
本

と
友
好
関
係
に
（
表
面
上
は
）
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、

ド
イ
ツ
の
降
伏
に
よ
り
状
況
は
変
化
し
た
の
で
し
た
。

【
解

説
】

仏
印
の
日
本
軍
は
第
三
十
八
軍
、
司
令
官
土
橋
中
将
で
、
昭

和
二
十
年
二
月
二
十
八
日
、
参
謀
本
部
よ
り
の
命
令
で
、
南
方

軍
総
司
令
官
（
寺
内
元
帥
）
は
、「
仏
領
印
度
支
那
の
処
理
の
命

令
、
指
示
」
を
受
領
し
、
第
三
十
八
軍
に
対
し
「
仏
印
の
処

理
」
を
命
令
し
た
。

当
時
の
仏
印
軍
の
兵
力
は
約
九
万
名
（
う
ち
仏
人
と
外
人
部

隊
二
万
名
、
現
地
人
七
万
名
）

、
北
部
集
団（
サ
バ
チ
エ
少
将
）

ト
ン
キ
ン
州
四
・
五
万
名
、
中
部
集
団
（
テ
ュ
ル
カ
ン
中
将
）

ア
ン
ナ
ン
・
ラ
オ
ス
一
万
名
。
南
部
集
団
（
デ
ル
シ
ュ
ッ
ク
中

将
）
コ
ー
チ
ン
シ
ナ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
三
・
五
万
名
。
他
保
安
隊

五
千
名
。

主
な
駐
屯
地

北
部
＝
ラ
ン
ソ
ン
、
ハ
ノ
イ
、
ト
ン
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
。

中
部
＝
ユ
エ
、
キ
ニ
ョ
ン
、
ナ
ト
ラ
ン
。



南
部
＝
サ
イ
ゴ
ン
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
軍
の
兵
力
は
四
万
名
に
達
せ
ず
仏
印
軍

の
二
分
の
一
弱
で
あ
る
。
仏
印
軍
は
日
本
の
面
積
よ
り
広
い
イ

ン
ド
シ
ナ
全
域
に
分
散
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
仏
印
部

隊
を
半
分
の
兵
力
の
日
本
軍
が
一
挙
に
武
装
解
除
す
る
の
で
あ

る
。
地
方
鉄
道
は
爆
撃
で
寸
断
、
鉄
橋
は
ほ
と
ん
ど
破
壊
、
道

路
は
あ
ま
り
発
達
し
て
な
い
上
に
主
な
橋
梁
は
破
壊
さ
れ
て
い

る
の
で
敏
速
な
作
戦
行
動
は
望
め
な
い
。

武
装
解
除
の
期
日
は
三
月
九
日
と
決
定
し
て
い
た
が
、
仏
印

側
回
答
の
猶
予
時
間
は
二
時
間
と
い
う
こ
と
で
至
難
の
技
で
あ
っ

た
。

そ
の
た
め
日
本
軍
は
奇
襲
か
強
襲
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

仏
印
側
は
日
本
軍
の
意
図
を
薄
々
感
じ
て
い
る
。
し
か
も
表
面

上
は
あ
く
ま
で
も
「
日
・
仏
共
友
好
国
軍
隊
」
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
て
、
相
携
え
て
イ
ン
ド
シ
ナ
を
共
同
防
衛
す
る
建
て

前
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
軍
隊
を
襲
っ
て
武
装
解
除
し
よ
う
と

い
う
の
で
あ
る
か
ら
決
し
て
容
易
で
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
の
中
で
、
第
二
十
一
師
団
（
討
兵

団
―
小
坂
氏
の
所
属
部
隊
）
は
北
部
仏
印
に
兵
力
部
署
と
さ
れ

ま
し
た
。
針
谷
部
隊
は
特
に
仏
軍
拠
点
の
シ
タ
デ
ル
兵
営
攻
撃

に
参
加
し
ま
し
た
。
シ
タ
デ
ル
兵
営
地
区
攻
撃
主
力
は
歩
兵
第

八
十
二
連
隊
第
二
大
隊
、
歩
兵
砲
隊
、
山
砲
大
隊
、
工
兵
隊
、

防
疫
給
水
部
所
属
部
隊
な
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

我
々
に
と
っ
て
堅
固
な
城
塞
総
攻
撃
の
殿
り
で
あ
る
の
で
、
我

が
部
隊
も
、
敵
の
砲
火
、
銃
火
を
い
や
と
い
う
ほ
ど
浴
び
せ
ら

れ
ま
し
た
。

私
た
ち
防
疫
給
水
部
の
者
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
下
に
銃
を
隠
し
、

ど
こ
か
へ
遊
び
に
行
く
よ
う
な
形
を
と
っ
て
、
間
隔
を
お
い
て

ハ
ノ
イ
の
兵
舎
近
く
に
分
散
し
て
下
り
ま
し
た
。

夕
方
に
な
り
、

人
目
に
つ
か
ぬ
よ
う
武
装
し
て
命
令
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
主

力
の
歩
兵
第
八
十
二
連
隊
は
師
団
司
令
部
か
ら
の
信
号
の
手
違

い
か
ら
攻
撃
開
始
を
早
く
し
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
中
断
し
、

そ
の
後
九
日
二
十
二
時
過
ぎ
、
日
仏
交
渉
が
決
裂
し
、
攻
撃
の

再
開
命
令
が
き
ま
し
た
。
十
日
午
前
二
時
こ
ろ
か
ら
歩
兵
の
主

力
が
、
奇
襲
で
は
な
く
正
攻
法
で
の
攻
撃
で
す
。

シ
タ
デ
ル
兵
営
の
囲
壁
の
厚
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
に
近
く
も
あ

り
、
高
さ
も
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
堅
固
な
も
の
で
、
側
防
火
器

（
正
面
か
ら
攻
撃
し
て
く
る
者
を
側
か
ら
撃
つ
、
攻
撃
す
る
者



に
は
火
器
の
場
所
が
分
か
ら
ぬ
防
御
配
置
）
が
配
置
さ
れ
た
、

難
攻
不
落
の
陣
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
、
敵
は
日
本

軍
の
攻
撃
を
防
ぐ
べ
く
配
備
し
、
最
初
に
は
開
放
し
て
あ
っ
た

鉄
の
扉
も
固
く
閉
め
ら
れ
、
入
る
こ
と
は
不
能
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
囲
壁
を
破
壊
す
る
た
め
山
砲
隊
が
至
近
ま
で
進
出
し
て

直
射
す
る
け
れ
ど
も
、
囲
壁
は
厚
く
堅
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固

め
て
あ
る
か
ら
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
歩
兵

隊
が
土
嚢
を
積
ん
で
、
梯
子
を
か
け
て
囲
壁
を
越
え
兵
営
内
に

突
入
し
た
の
で
す
が
、
囲
壁
に
接
近
す
れ
ば
側
防
火
器
で
撃
た

れ
る
。
銃
眼
か
ら
は
正
面
を
撃
っ
て
く
る
の
で
、
多
く
の
犠
牲

者
を
出
し
て
の
突
入
で
し
た
。
よ
う
や
く
兵
営
の
一
角
を
占
領

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
敵
は
銃
眼
か
ら
我
々
後
続
部
隊
に
対
し
て
猛
烈
な

射
撃
で
す
。
機
関
銃
だ
け
で
は
な
く
機
動
砲
等
に
加
え
て
戦
車

も
出
動
し
て
き
ま
し
た
。
囲
壁
の
中
に
突
入
し
た
隊
が
逐
次
兵

舎
を
攻
略
し
た
の
で
し
ょ
う
。
つ
い
に
正
門
の
鉄
扉
が
開
か
れ
、

我
が
軍
は
こ
こ
か
ら
進
入
し
、
敵
を
圧
迫
し
始
め
た
の
が
、
夕

方
近
い
こ
ろ
で
し
た
。
仏
印
軍
は
そ
れ
で
も
降
伏
し
な
い
。
交

渉
中
は
一
時
攻
撃
を
止
め
、
最
後
の
突
撃
の
準
備
を
完
了
し
た

の
で
、
我
々
も
敵
弾
を
受
け
な
が
ら
突
撃
の
命
令
を
待
っ
て
い

た
の
で
し
た
。

そ
の
と
き
、
岡
田
歩
兵
連
隊
長
は
敵
の
司
令
官
と
三
回
に
わ

た
っ
て
降
伏
勧
告
の
軍
使
を
送
っ
た
の
だ
と
占
領
後
に
聞
き
ま

し
た
が
、
我
々
兵
隊
に
は
そ
の
こ
と
は
勿
論
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
十
日
の
午
後
五
時
近
く
に
「
撃
ち
方
止
め
」

の
喇
叭
が
吹
奏
さ
れ
、
最
後
の
突
撃
を
敢
行
す
る
こ
と
な
く
、

仏
軍
司
令
官
は
全
将
校
一
団
と
な
り
投
降
し
て
来
た
の
だ
と
、

い
う
こ
と
も
後
に
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
攻
撃
中
の
我
が
軍
は
、
攻
撃
主
力
の
歩
兵
第
八
十
二
連

隊
で
一
日
半
で
将
校
以
下
百
数
十
名
の
犠
牲
者
が
出
た
と
言
い

ま
す
か
ら
、
も
し
総
攻
撃
の
突
撃
を
す
れ
ば
、
我
々
を
含
め
、

さ
ら
に
多
数
の
戦
死
死
傷
者
を
出
し
、
仏
軍
も
お
そ
ら
く
■
滅

さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
占
領
後
、
我
々
防
給
部
は
兵
営
内
に

入
り
病
院
の
警
備
に
就
き
ま
し
た
が
、
彼
我
の
戦
死
者
の
死
骸

も
ま
だ
あ
り
、
戦
闘
の
激
し
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。
囲
壁

の
中
に
は
銃
眼
も
あ
り
防
御
の
堅
さ
を
知
り
ま
し
た
。
私
が
衛

兵
に
立
っ
た
兵
舎
の
床
下
が
真
っ
黒
で
あ
り
、
異
様
な
匂
い
が



す
る
の
で
聞
い
た
ら
、
馬
の
血
で
染
ま
っ
て
い
た
の
だ
と
分
か

り
ま
し
た
。

日
本
軍
は
敵
を
武
装
解
除
し
、
捕
虜
の
収
容
、
兵
器
・
弾
薬
・

資
材
の
集
積
と
治
安
の
維
持
に
任
じ
た
の
で
す
が
、
次
に
、
撤

退
し
た
残
敵
掃
討
の
次
期
作
戦
の
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。

我
々
は
、
シ
タ
デ
ル
兵
営
攻
撃
後
、
残
敵
掃
討
の
た
め
の
我

が
部
隊
兵
員
を
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
、
中
国
と
の
国
境
方
面
へ
輸

送
も
し
て
ま
し
た
。
国
境
付
近
の
ア
ン
ナ
ン
人
も
南
支
の
言
葉

で
話
を
し
、
国
境
付
近
の
中
国
人
も
国
境
を
越
え
て
交
流
し
て

い
た
よ
う
で
し
た
。
防
疫
給
水
部
に
は
兵
站
部
の
車
も
多
く
あ

り
、
私
ら
は
防
給
部
の
本
科
兵
と
し
て
、
防
給
部
の
仕
事
を
守

る
の
が
任
務
で
し
た
。「
明
号
作
戦
」
は
、
三
月
九
日
夕
方
よ

り
発
起
し
、
五
月
十
五
日
に
終
了
と
な
っ
た
と
戦
時
名
簿
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
ハ
ノ
イ
付
近
の
警
備
や
、
残
敵
掃
討
戦
に
参
加
し

た
の
で
す
が
、
私
は
、
兵
器
関
係
の
業
務
も
兼
ね
る
た
め
鍛
工

手
の
教
育
の
た
め
選
ば
れ
て
、
第
二
十
一
師
団
兵
器
勤
務
隊
に

分
遣
も
さ
れ
ま
し
た
。
内
地
で
は
経
理
担
当
の
仕
事
を
し
て
い

た
者
が
、
軍
隊
で
は
自
動
車
運
転
、
防
疫
給
水
部
と
し
軍
医
や

医
務
の
関
係
、
さ
ら
に
は
機
械
兵
器
の
仕
事
と
、
一
般
歩
兵
部

隊
の
兵
隊
と
し
て
は
体
験
で
き
ぬ
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

終
戦
の
報
は
、
私
が
仏
軍
将
校
俘
虜
監
視
所
の
あ
る
奥
地
の

源
流
沿
い
の
通
信
隊
へ
分
遣
中
、
天
皇
陛
下
の
声
を
ラ
ジ
オ
で

聴
き
ま
し
た
。
原
隊
か
ら
の
復
帰
命
令
を
受
信
し
、
川
の
中
洲

に
あ
る
三
階
建
て
の
俘
虜
監
視
所
を
開
放
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
昨
日
ま
で
の
俘
虜
は
戦
勝
国
将
校
で
あ
る
か
ら
、
逆
に

我
々
分
遣
隊
の
危
険
が
迫
っ
て
き
た
の
で
す
。
夜
を
待
っ
て
、

金
沢
出
身
の
中
西
兵
長
ら
七
名
と
船
底
に
小
銃
を
隠
し
覆
い
を

掛
け
、
我
々
は
そ
の
上
に
寝
て
菰
な
ど
を
被
り
、
文
字
通
り

「
川
の
流
れ
に
身
を
任
せ
」
て
川
を
下
り
ま
し
た
。

一
昼
夜
だ
か
二
昼
夜
だ
か
、
朝
眠
り
を
さ
ま
す
と
、
赤
旗
を

立
て
た
者
が
「
ガ
ヤ
ガ
ヤ
」
と
し
て
我
々
の
船
を
見
て
い
ま
す
。

共
産
軍
だ
と
直
感
し
ま
し
た
が
攻
撃
を
せ
ず
、
た
だ
見
て
い
る

だ
け
、
あ
る
い
は
結
果
的
に
は
彼
ら
が
我
々
を
守
っ
て
く
れ
た

こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

半
分
く
ら
い
川
を
下
っ
た
所
で
、
通
信
隊
が
原
隊
へ
連
絡
し



て
く
れ
た
た
め
、
原
隊
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
二
台
で
迎
え
に
き
て
く

れ
た
の
で
、
私
は
針
谷
部
隊
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
原

隊
の
方
も
通
信
分
遣
隊
の
所
ま
で
来
る
予
定
で
し
た
。
も
し
行

き
違
い
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
っ
た
か
、
こ
れ
も
、
極
め
て
幸
い

で
、
神
仏
の
お
陰
だ
と
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
後
は
、
中
国
軍
が
武
装
解
除
し
、
そ
の
指
揮
下
に
入
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
収
容
所
に
も
入
れ
ら
れ
ず
、

武
器
な
ど
も
復
員
船
に
乗
る
ま
で
そ
の
ま
ま
保
持
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
小
銃
は
勿
論
、
機
関
銃
も
我
々
は
持
っ
て
い
ま
し
た
。

中
国
軍
は
素
足
に
わ
ら
じ
、
我
々
は
軍
靴
、
我
々
は
兵
站
を
握
っ

て
い
た
か
ら
逆
に
中
国
軍
の
糧
秣
受
領
も
し
て
い
ま
し
た
。
中

国
軍
は
初
め
少
数
で
入
っ
て
来
ま
し
た
の
で
、
俘
虜
で
あ
る
日

本
軍
が
、
中
国
軍
を
仏
軍
や
現
地
軍
な
ど
か
ら
守
っ
て
や
り
、

衛
兵
勤
務
も
し
ま
し
た
。
彼
ら
の
中
に
は
皮
膚
病
や
病
気
、
怪

我
な
ど
で
困
っ
て
い
る
者
も
多
く
、
そ
れ
ら
の
兵
隊
も
治
療
し

治
癒
さ
せ
て
い
ま
し
た
の
で
、
中
国
軍
か
ら
は
「
謝
々
」
と
言
っ

て
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、

何
千
と
い
う
中
国
軍
が
毎
日
の
よ
う
に
仏
印
に
入
っ

て
来
ま
し
た
が
、
同
種
同
文
と
い
う
の
か
、
中
国
軍
の
将
校
と

我
が
軍
の
将
校
が
野
球
を
楽
し
ん
で
い
る
情
景
を
か
い
間
見
る

こ
と
も
度
々
で
し
た
。
ま
っ
た
く
、
ど
ち
ら
が
俘
虜
だ
か
分
か

ら
な
い
幸
せ
な
体
験
も
味
わ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
部
隊
が
仏
印
第
三
十
八
軍
最
終
の
引
揚
船
で
ハ
イ
フ
ォ

ン
港
を
出
航
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
一
日
で
し

た
。
そ
の
際
、
特
に
述
べ
た
い
こ
と
は
、
我
々
の
引
揚
船
に
も
、

埠
頭
に
ベ
ト
ナ
ム
人
の
見
送
り
人
が
沢
山
溢
れ
、
老
い
も
若
き

も
、
男
も
女
も
「
日
本
の
兵
隊
さ
ん
必
ず
ま
た
来
て
く
れ
」
と

叫
ん
で
盛
大
に
見
送
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
し
た
。
こ
の
二
カ
年

有
余
、
私
は
ベ
ト
ナ
ム
で
軍
務
に
服
し
ま
し
た
が
、
こ
の
感
激

は
忘
れ
ら
れ
ず
、
ベ
ト
ナ
ム
の
平
和
と
、
彼
ら
の
幸
せ
を
今
で

も
祈
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
思
っ
て
か
、
多
く

の
日
本
兵
が
復
員
せ
ず
、
今
で
も
ベ
ト
ナ
ム
に
残
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。

復
員
完
結
は
昭
和
二
十
一
年
五
月
二
日
、

名
古
屋
港
で
し
た
。

私
の
戦
前
の
生
活
は
浜
松
市
の
松
菱
デ
パ
ー
ト
勤
務
で
し
た
の

で
、
浜
松
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、
建
物
は
米
艦
の
艦
砲
射
撃
で
、

一
階
を
残
し
て
上
層
部
分
は
破
壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
浜
松
の



会
社
へ
復
帰
勤
務
し
ま
し
た
が
、
給
料
は
上
が
ら
ず
、
毎
日
の

よ
う
に
物
価
は
上
が
る
、
一
カ
月
の
給
料
で
も
一
週
間
の
闇
米

が
買
え
な
い
。
そ
の
た
め
止
む
を
得
ず
富
山
へ
帰
り
、
中
途
就

職
の
た
め
偉
く
は
な
れ
な
い
が
、
嘱
託
で
銀
行
の
得
意
先
係
と

し
て
昭
和
四
十
五
年
の
定
年
ま
で
勤
め
、
続
い
て
地
元
の
ア
ル

ミ
会
社
の
経
理
課
長
、
部
長
と
し
て
、
ま
た
七
十
歳
過
ぎ
て
建

設
会
社
の
経
理
を
見
る
な
ど
、
経
理
畑
で
戦
後
の
勤
め
を
終
え

ま
し
た
。

現
在
は
、
戦
前
日
本
橋
横
山
町
問
屋
時
代
の
仲
間
に
岩
手
県

出
身
の
文
学
青
年
が
お
り
、
そ
の
人
に
感
化
さ
れ
て
か
、
俳
句

の
水
原
秋
桜
子
に
私
淑
し
、
俳
壇
「
馬
酔
木
」
の
同
人
と
し
、

ま
た
、
富
山
地
区
で
は
俳
人
協
会
会
員
と
し
て
「
燕
巣
会
」
の

世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

軍
隊
と
い
う
所
、
特
に
戦
地
は
、
皆
が
つ
ら
い
厳
し
い
生
活
、

勤
務
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
私
は
何
か
そ
の
苦
労
に
身
を
任

せ
、
積
極
的
に
任
務
遂
行
を
し
て
い
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

お
陰
で
、
そ
の
体
験
、
も
の
の
考
え
方
が
現
在
の
幸
せ
に
続
い

て
い
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

戦
友
と
　
賀
状
で
つ
な
ぎ
　
半
世
紀

君
が
代
を
　
三
代
生
き
て
　
今
日
の
月

音
た
て
て
　
霧
の
梳
き
ゆ
く
　
岳
樺
〔
俳
号
灯
村
〕




